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取扱注意

浜岡4号炉低圧車軸のクリアランス認可申請の概要

本文一、二、三、 名称、住所、代表者氏名、工場等の名称、所在地、施設の名称

本文四、放射能濃度確認対象物の種類
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項目 内容

対象物 浜岡4号炉 低圧タービンロータの車軸（低圧車軸）３軸

申請重量 約334トン

写真
（1軸分）
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浜岡4号炉低圧車軸のクリアランス認可申請の概要

本文五、評価に用いる放射性物質の種類

放射化汚染の放射能濃度は、対象物で

ある低圧車軸の組成を用いた放射化計

算法によって算出。

二次的な汚染の放射能濃度は、代表組

成の放射化計算及び代表試料の放射

化学分析結果を基に算出。

放射化汚染、二次的な汚染のそれぞれ

について、規則で定める核種の90%を占

める評価対象核種として、60Coの1核種

を選択
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（本文）表－2
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浜岡4号炉低圧車軸のクリアランス認可申請の概要

本文六、放射能濃度の評価単位

評価単位は、対象物を軸方向に仮想的

に分割し、重量１０トン以下で設定する。

測定単位は、評価単位を周方向に仮想

的に分割し、重量１トン以下で設定する。

 「測定単位」のうち、単一の放射線測定

装置で1回の測定で放射能量を測定する

領域を「測定領域」とする。「測定単位」の

形状により「測定領域」は複数になる場合

がある。

 「評価単位」及び代表「測定単位」は各

車軸とも26個である。
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（本文）図－4
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浜岡4号炉低圧車軸のクリアランス認可申請の概要

本文七、放射能濃度を決定する方法

放射化汚染の放射能濃度は、放射化

計算法により算出する。

二次的な汚染の放射能濃度は、放射線

測定装置を用いて測定する。また、対象

物である低圧車軸は回転体構造であり

周方向の汚染は同程度であることから，

周方向の放射能濃度は概ね同じと評価

した。したがって，サンプリング測定により

「評価単位」の放射能濃度を求めること

とし，「評価単位」を構成する代表「測

定単位」1個の放射能濃度を基に「評価

単位」の放射能濃度を決定する。
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（本文）図－5
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浜岡4号炉低圧車軸のクリアランス認可申請の概要
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（１）放射能換算係数（ケースA）

本文八、放射線測定装置の種類及び測定条件

放射能濃度の測定は、主にGe半導体検出器を使用し、放射能量を算出する。 Ge半

導体検出器で測定できない部位は、NaIシンチレーションサーベイメータを使用するか，表

面汚染密度の測定結果（代表値）を用いて当該箇所の放射能量を算出する。

表面汚染密度の測定は、GM管式サーベイメータ又はプラスチックシンチレーション式サーベ

イメータを使用する。

放射能換算係数は、放射線測定装置の検出器と「測定領域」との位置関係により，検

出器と「測定領域」の間に遮へいとなる部分が存在しない場合（ケースA）と，存在する

場合（ケースB）に分けて設定する。

（本文）図－6
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浜岡4号炉低圧車軸のクリアランス認可申請の概要

本文八、放射線測定装置の種類及び測定条件（続き）

（２）放射能換算係数（ケースB）

Copyr i g h t  ©  Chubu  E lec t r i c  P ower  Co . ,  Inc .  A l l  r i gh t s  rese rve d .7

（本文）図－6
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浜岡4号炉低圧車軸のクリアランス認可申請の概要

本文九、放射能濃度確認対象物の管理方法

浜岡5号炉タービン建屋3階の汚染のおそれの

ある管理区域内に、汚染のおそれのない管理

区域の測定エリア、確認待ちエリアを設定する。
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本文十、放射能濃度の測定及び評価に係る品質マネジメントシステム

放射能濃度の測定及び評価並びに対象物の保管管理を高い信頼性をもって実施し、

これらを維持・改善するための品質保証活動を実施する。

（添付7）図－1

（添付7）表－1
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2019年9月に制定された審査基準への主な対応は以下のとおりである。
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審査基準の内容 主な対応

①評価対象核種の選択において「規則
に定める10核種」を含める要件の削除

評価対象核種として、60Coの1核種を選択
（3頁参照）

②評価単位重量を「原則１トン以下」か
ら「10トン以下」に変更

評価単位は、重量１０トン以下で設定
（4頁参照）

③局所汚染による影響が小さい場合に
サンプリング測定による評価を採用

対象物である低圧車軸は回転体構造であり
周方向の汚染は同程度であることから、周方
向の放射能濃度は概ね同じと評価、サンプリ
ング測定を採用（5頁参照）

④不確かさを考慮することの明確化 当社の認可実績（浜岡5号炉低圧タービン
ロータ、浜岡1,2号炉解体撤去物）を反映
し、測定（評価対象核種選択、放射能濃
度決定方法、測定条件）に関する 不確
かさを考慮。（10頁参照）
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不確かさを考慮することの明確化
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本文箇所 不確かさを考慮した項目

本文五
評価に用いる放射
性物質の種類

本文七
放射能濃度を決
定する方法

本文八
放射線測定装置
の種類及び測定
条件
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